
次世代自動車普及促進事業 9,372千円 （拡充 7,765千円）

災害時には停電対策として活用

● 燃料電池自動車（FCV）導入支援事業（5,000千円）
FCVの普及を促進するため購入費用の一部を補助

50万円/台×10台＝500万円

◆水素エネルギー社会の実現に向けた
水素の利活用の推進

走行中の二酸化炭素・大気汚染物質排出抑制
地球温暖化対策（緩和策）

次世代クリーンエネルギーの利用
エネルギー関連インフラ投資の促進

◆FCVの普及による
自動車利用の低炭素化を推進

◆非常用電源として外部給電機能を活用

台風などの被害による停電の対策

● 区役所へのFCV導入（2,765千円）
公用車の低炭素化・水素エネルギーの利活用の推進及び
災害時の停電対策のためFCVと可搬型外部給電器を導入

可搬型外部給電器

最大4.5～9 kWの大出力

供給電力量

60 kWh

常設のコンセントから

1.5 kWの電力を供給可能

可搬型外部給電器を用いると

普段は公用車として使用


